
自治会輸送実証運行を開始しました 【生活交通の確保事業】

１ 取組の背景

２ 実施内容

・大屋地区内唯一の公共交通である石見交通バス・久利大屋線が、令和３年３月末までに
廃止されることが決定しました。そのため、地区内で移動手段を持たない高齢者等の代替
交通手段の確保が喫緊の課題として挙げられ、これまで何度も話し合いを重ねてきました。

・対応策を協議した結果、現在久利地区で実施しているデマンド型自治会輸送を大屋地区にも
運行区域拡大し、２地区共同での自治会輸送を実施することとなりました。

（自治会輸送の様子＠イオン大田店）

・共同運行により、受付業務や運転手確保等の体制整備が必要なため、令和３年１月12日より
久利・大屋両地区での自治会輸送実証運行をスタートさせました。

・実証運行実施にあたっては、大屋地区利用希望者への事前説明会を開催。

【対 象】自家用車等の移動手段を持たない75歳以上の高齢者又は障がい者等
【予約方法】各まちづくりセンターへ前日までに連絡→久利まちづくりセンターで配車調整
【運行日程】月曜・水曜・金曜の8：30～12：00

【目 的地】各地区内・郷原医院・大田市立病院／イオン・ジュンテンドー （※曜日により異なる）

３ 実施の様子

・令和３年1月末までに大屋地区内で新たに14名の利用登録あり。
・特に買い物や通院のための利用ニーズが高く、利用者からは「家
まで送迎してもらえて助かっている」などと大変喜ばれています。

４ 今後に向けて

・今回の実証期間中に課題やニーズを洗い出し、今後の２地区共同
での本格運行に向け、実施体制の検討を進めていきます。


